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自己紹介
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利用しているサービス群
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運用してみて実感したメリット

- 柔軟性
- 運用開始後のサイジングなどが容易
- 水平スケールによる性能拡張
- 運用を開始してから、適宜必要な追加リソースを確保できる
- オートスケールも利用できるため（これまでほどは）入念なサイジングが不要

- エコシステムの充実
- Kubernetesの利用を前提としたツールが増えてきている
- kustomizeを使い、雛形の構成を流用し、環境差分を吸収
- helmを使い、必要な機能やパッケージを適宜組み込んでいける

- Datadog、k6、Chaos Meshなど
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運用してみて感じたメリット

- 可搬性
- 環境複製が容易

- 調査や試験、新しい構成の検討が実施しやすくなる
- コードベースで管理が可能

- バージョン管理や差分管理がしやすくなる
- 自動化した状態で運用に乗せられる

- 調査や試験目的で環境を作成し、不要になった段階で破棄できる
- アプリケーション実行基盤をコードで管理でき、CI/CDに乗せることができる
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新たな運用課題と解決策

- 「柔軟性」に優れており、規模を簡単にスケールできる、が
- 処理能力が向上したか確認するためには負荷試験の基盤もスケールする必要がある
- 負荷発生環境側の状態も把握できないといけない
- 可能であれば、小規模な負荷試験も継続的に実施し、性能指標を追いかけ続けたい

- スケールするサービスに併せて負荷試験基盤を用意
- 負荷試験の規模に合わせて負荷を掛けるレプリカ数を増やせる必要がありました
- helmにてDatadog(監視+可視化ツール)とk6-operator(負荷試験ツール)をセットアップ
- 60万人の利用を想定した負荷試験
- 小規模な負荷試験の場合は、GKE Autopilotを利用
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負荷試験基盤の例
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- 通常の負荷試験
- 継続的な負荷試験

- 性能指標を追いかけるため、小規模に日次で実施するようなもの
- 構成変更のテスト

- 本番マシンタイプのn2からn2dへの置き換えなど



新たな運用課題

- 「可搬性」に優れており、環境を手軽に複製できる、が
- 調査や試験目的単位で環境を作っていくと、コスト的にも問題が起きる
- 環境の共用なども避けたい

- GKE Autopilot
- クラスタ自体に費用がかからず、小規模な利用時には扱いやすい

- テスト用途や構成検討など、担当者が自由に使えるクラスタとして利用可能
- helmなどエコシステムとの協調が難しい部分がある

15



まとめ

- 開発サイクルに応じたサイジングができる
- 都度サイジングは必要なものの、定期的に確認して変更できる

- むしろ、ワークロードの変化に応じて適したサイジングを都度行える
- 作業者が独占可能な検証環境（クラスタ）を持てる

- 必要な時に環境を用意し、不要になったら破棄できる
- 構成変更や負荷試験をする際の安心感

- Kubernetesの可搬性により、本番環境と同等の環境を手軽に複製できる
- 複製だけでなく調査や試験のために必要な基盤を簡単に整備できる

- これまで対処が難しかった課題に手が届くようになった
- 抽象的であったり複雑な技術概念を簡単に試せるようになった
- カオスエンジニアリングツール、モニタリングツールなど
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